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研究成果の概要（和文）：1986年のチェルノブイリ原子力発電所事故では、放射性ヨウ素の内部被ばくによる甲
状腺がんの増加が認められたが、それ以外の疾患については増加が認められていない。一方2011年の福島第一原
子力発電所事故後、初期の食品管理によって内部被ばくの低減化が図られたものの、住民の間には放射性ヨウ素
や放射性セシウムの内部被ばくによる健康影響への懸念が広がった。今後甲状腺がんのみならず、甲状腺の良性
疾患に対する不安が広がることも予想される。そこで本研究では、チェルノブイリにおける放射性ヨウ素の内部
被ばくによる甲状腺良性疾患の増加があるかどうかについて、疫学研究を行った。

研究成果の概要（英文）：It is well known that thyroid cancer was dramatically increased in residents
 who were children at the accident at Chernobyl Nuclear Power Station due to the internal radiation 
exposure by radioiodine, But there is no scientific evidence on the increase of other diseases than 
thyroid cancer. After the accident at Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Station in 2011, residents 
had anxieties about their heath effects due to the internal radiation exposure by raioiodine and 
radiocesium, in spite that food refulation was conducted in the initial phase of the accident to 
minimize the internal exposure. In the future it is expected that residents of Fukushima may have 
the anxieties about the benign thyroid diseases, as well as thyroid cancers. In this study, we 
conducted the epdemiological studies about thyroid benign diseases around Chernobyl.
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１． 研究開始当初の背景 
1986 年に発生したチェルノブイリ原子力
発電所の事故後小児甲状腺がんが激増した
ことはよく知られている。事故後 25 年に当
たる 2011年に国連科学委員会（UNSCEAR）
が発表した報告書によると、事故後発生した
小児～学童の甲状腺がんは 6,000 例あまりに
上り、うち甲状腺がんによる死亡者数は 15
名であることが明らかにされている。さらに
事故後 28 年余りがたって甲状腺がんの好発
年齢はシフトしてきており、現在では 20 代
後半から 30代の世代でがんが多発している。
その一方、これまで甲状腺以外のがんや白血
病、良性疾患、あるいは遺伝的影響について
は、科学的には増加がみられていない。 

2011 年に発災した福島第一原子力発電所
事故では、チェルノブイリ原子力発電所事故
と同様、放射性ヨウ素と放射性セシウムが大
気中に放出され、住民の内部被ばくリスクが
懸念された。日本政府は、事故直後から暫定
基準値を設定し、汚染した食物の出荷制限、
摂取制限を行い、これによって特に放射性ヨ
ウ素による内部被ばくの低減を図ってきた。
その一方で、現在福島県民の中には放射線被
ばくによる健康被害に対する不安が根強く
存在しており、これにどのように向き合うか
が、復興に向けた大きな課題となっている。
今後甲状腺がんに加え、同様に放射性ヨウ素
の内部被ばくに関連して甲状腺良性疾患に
対する懸念が、社会的に大きくクローズアッ
プされることが予想される。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、特に良性甲状腺疾患に焦
点をあて、チェルノブイリ周辺で我々がこれ
までフィールド研究を長年にわたって行っ
てきたウクライナ・ジトミール州における臨
床疫学研究を推進することで、福島の今後を
見据えた、内部被ばくによる健康影響の解明
を目指すことであった。 

 
 
３． 研究の方法 
(1) 事故前に出生した放射性ヨウ素曝露群と
事故後に出生した非曝露群に対し、超音波
検査及び甲状腺機能、甲状腺自己抗体を測
定し、曝露群、非曝露群における甲状腺良
性疾患発症頻度を算出し、年齢で調整して
検定し、放射性ヨウ素の内部被ばくが甲状
腺良性疾患のリスクとなりうるかどうか
について検討した。 

(2) 得られた結果を論文にまとめ、国際専門誌
に投稿すると同時に、得られた知見を福島
での住民説明会等で紹介し、住民への参考
とした。 
 
４．研究成果 
(1) ジトーミル州診断センターと協力して、
チェルノブイリ事故前に生まれて放射性ヨ
ウ素による内部被ばくを受けた群（被ばく

群）と事故後に生まれ、放射性ヨウ素による
内部被ばくを受けなかった群（非被ばく群）
において甲状腺自己抗体検査、甲状腺機能検
査および超音波検査を実施し、両群における
甲状腺良性疾患の頻度を比較した結果、両群
において特に上差は見られず、チェルノブイ
リにおいて放射性ヨウ素の内部被ばくによ
る甲状腺良性疾患の増加は見られなかった。 
(2) さらにわれわれは、長期的な環境モニタ
リングを通じた福島の将来的な放射性セシ
ウムの動態を考察するため、ジトーミル州で
放射性セシウムが濃縮しやすいきのこを採
取し、放射性セシウムの測定を行った。その
結果、放射性セシウムは、採取された地区の
土壌中の放射性セシウム濃度よりも、キノコ
の種に依存することが明らかとなった。この
ことは、福島における内部被ばく低減化対策
にも有用なエビデンスであると考えられる。 
(3) 得られた結果は論文にまとめて英文専
門雑誌に投稿したほか、福島での住民への説
明会にも参考資料として紹介し、住民の安
全・安心の担保に貢献している。 
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